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問 11 100 / 200 V 単相 3 線式配電方式に関する記述として，誤っているものを次の

(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) 単相 200 V 負荷の使用が可能である。 

(2) 配電容量が等しい場合，100 V 単相 2 線式配電方式より電線の銅量が少なく

てすむ。 

(3) バランサは，電源の近くに設ける方が効果が大きい。 

(4) 負荷の分布によっては，負荷電圧が不平衡になることがある。 

(5) 中性線が断線すると，異常電圧を発生することがある。 
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問 12 ある架空電線路の支持点間は 200 m，たるみは 3.0 m である。この架空電線

路の電線と単位長さあたりの重量が同じ電線を用い，この架空電線路と同じ水平

方向の引張強さで支持点間 240 m を架線する。このときの電線の実長 L[m]とし

て，最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。ただし，いずれの架空電

線路においても二つの支持点の高さは同一とする。 

 

(1) 240.04 (2) 240.05 (3) 240.14 (4) 240.21 (5) 240.25 
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